
製造業であるマルハニチロでは、発生する食品ロスの多くが外装破損などの規格外商品であると要因分析。 2022年12月から、マルハニチロの冷凍食品を保
管する神奈川県内の物流会社（倉庫）と、フードバンクかながわと連携し、輸入時の抜き取り検査残や外装破損等の中身は全く問題ないが流通できない規
格外商品を、食の支援を必要とする施設・団体へ寄贈する社会課題解決システムを構築し、テスト配送を実施。2023年度から本格的に開始。

地域の物流会社とフードバンクと連携し、規格外商品の寄贈システムを構築
（マルハニチロ株式会社）

 マルハニチロで発生した食品ロスの要因分析
発生した食品ロスの多くは中身は問題ない規格外商品*
と推定されており、これらは商品として流通できないのが現状

＊箱潰れ・表面破れなど外装（段ボール）破損
＊複数段ボールの束ねたバンドの食い込みによる破損
＊輸入の際の抜き取り検査による箱開封品で、残った商品

 食品ロス削減：フードバンク等への支援
2009年：フードバンク団体のセカンドハーベスト・ジャパンへ食品寄贈を開始
2019年：子ども食堂やフードパントリーを行う団体に食品寄贈を開始
2022年：中部支社においてセカンドハーベスト名古屋への食品寄贈を開始
2022年：フードバンクかながわへの食品寄贈を開始

2022年度寄付実績：約 71,000 個 ※冷凍食品、介護食品、缶詰等

特に冷凍食品
が多い

マルハニチロと物流会社（㈱ヒューテックノオリン、隅田冷凍工業㈱、㈱マルハニチロ物流）、
フードバンクかながわが連携し、物流会社の保管倉庫からの定期的な寄贈システムを構築

 食品ロス削減：社内での取組
 賞味期限の延長
過去に実施してきた常温品の賞味期限延長に加え、
2022年から市販用や業務用の冷凍食品の一部で、
賞味期限を12 か月から 18 か月へ 6 か月延長した
商品を発売

 社内消費促進
2021年から、廃棄されがちだった商談用サンプルの残り在庫
などを社員に配布し、持ち帰る取組をマルハニチロ本社で開始

〈賞味期限を延長した商品例〉

冷凍食品が多く、配送と保管が課題 ⇒物流会社・フードバンクと連携した取組を開始

マルハニチロ株式会社： https://www.maruha-nichiro.co.jp/corporate/ir/investors/guide/initiative/initiative20.html
https://www.maruha-nichiro.co.jp/corporate/sustainability/social_value/society/

物流会社倉庫に保管
されている冷凍食品

フードバンクかながわ所有の
冷凍車で引取

輸入検査で抜き取られた箱開封品の
状態確認（製品品質は良品と同様）

冷凍食品を配送
できる冷凍車

https://www.maruha-nichiro.co.jp/corporate/ir/investors/guide/initiative/initiative20.html
https://www.maruha-nichiro.co.jp/corporate/sustainability/social_value/society/
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